
決算書掲載頁　389

内
訳

水害を防止するため公共下水道施設（雨水）の機能を確保し、もって浸水を防除し市民の安全と都市機能を保全する。

災害防止の観点からも管理対策費の増額要望に努めるとともに、緊急性等も勘案し機能の状況に応じた措置を講じてい
く。
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公共下水道施設（雨水）の機能を確保する。
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公共下水道施設（雨水）の機能の確保を図る。
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直営 昭和47年度以前

河内長野市民

災害防止の観点からも管理対策費の増額要望に努めるとともに、緊急性等も勘案し機能の状況に応じた措置を講じてい
く。

A A B

一般財源

165,19023,707

6,023

135,460

0.79

0.00

23,707

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

公共下水道施設（雨水）の機能確保に努める。
目

標

一人あたり

世帯あたり 3,495

1,479

事業費

参
考

23,707

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
ス
ト
情
報
・
従
事
職
員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

65,585

65,585

0

0

0

194,015

5,823

122,607

0.72

0.05

4,114

1,719

65,585

-41,878

-41,878

0

0

0

-28,825

200

12,853

0.07

-0.05

-619

-240

-41,878



事業：下水道維持管理事業（雨水）                   

１．下水道維持管理事業（雨水） 

雨水管渠の管理を行い、雨水排水機能の維持に努めた。 

２．調整池浚渫事業 

各開発団地下流域の災害防止のために設けられた遊水池機能の保全を図るため、調整池内の堆積物の除去、

除草や清掃を行った。 

細事業：下水道維持管理事業（雨水）                 

１．下水道維持管理事業（雨水） 

雨水管渠の管理を行い、雨水排水機能の維持に努めた。 

 (1) 委託料 

委  託  名 金額（円） 委  託  概  要 

下水道台帳作成業務（雨水） 700,000  

下水道施設清掃等業務（雨水） 2,188,389 管渠等浚渫清掃 

下水道施設植物管理業務（雨水） 104,711 除草等 

合  計 2,993,100  

 (2) 工事請負費 

工  事  名 金額（円） 工  事  概  要 

雨水排水路応急復旧工事 1,547,700 小山田町等、計 3件 

北青葉台雨水排水路整備工事 1,260,000 擁壁及びフェンス設置 

マンホール蓋取替工事（雨水） 4,446,750 取替等４８基 

合  計  7,254,450  

 （3）公有財産購入費 

    谷川雨水幹線用地の賃貸借契約を解消し、新たに区分地上権の設定を行った。 

名  称 金額（円） 設  定  概  要 

谷川雨水幹線区分地上権設定 10,144,464 設定面積 176.94㎡ 

  

  ＜参考＞ 

名  称 排水区域 管渠延長 告示年月日・番号 

西代下水路 

（公共下水道に編入済） 
約 53.4ｈａ 2,065ｍ 

昭和 43年 7月 11日 

建告示 第 1893号 

昭和 48年 11月 15日 

市告示 第 136号 

昭和 62年 3月 9日 

市告示 第 12号  

谷川下水路 

（公共下水道に編入済） 
約 153.0ｈａ 1,467ｍ 

 昭和 48年 11月 15日 

 市告示第 136号 

 平成元年 8月 10日 

 市告示 第 84号 

     


